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中間貯蔵施設に係る
パイロット（試験）輸送について

平成28年３月
環境省

資料１



パイロット（試験）輸送と保管場（ストックヤード）について

【保管場（ストックヤード）】
●目的：中間貯蔵施設の具体的な配置図に沿った本格工事が

始まるまでの間、施設予定地内に除染土壌等を一時
的に保管する保管場（ストックヤード）を整備する。

●保管容量：合計５万㎥程度
（第一弾）大熊町・双葉町でそれぞれ約１万㎥程度
（第二弾）大熊町・双葉町でそれぞれ約１万㎥程度
（第三弾）大熊町・双葉町でそれぞれ約0.6万㎥程度

【パイロット（試験）輸送】
●大量の除染土壌等を輸送する段階に向け、安全かつ確実に実施できることを確認するため、概ね１年
間程度実施。
●パイロット（試験）輸送の段階から、輸送対象物の全数管理、輸送車両の運行管理、モニタリング等
を行い、安全かつ円滑な輸送を実施。
●各市町村からそれぞれの現地状況に応じて概ね1,000㎥程度を輸送。

保管場への定置作業

●保管量（平成28年３月25日時点）
○大熊町保管場：23,227㎥
○双葉町保管場：22,056㎥ 計45,283㎥
※輸送した大型土のう袋等１袋の体積を１㎥として換算した数値

●スクリーニング結果
○保管場等から退出した工事関係車両は全て基準値
（13,000cpm）未満であることを確認。

スクリーニング作業 1



大熊工区 双葉工区

地域 市町村 輸送開始 輸送完了 地域 市町村 輸送開始 輸送完了

浜通り

大熊町 ３／１３ ４／７

浜通り

双葉町 ３／２５ ４／１４

富岡町 ５／２６ ６／６ 浪江町 ６／２３ ８／４

川内村 ６／８ ７／１０ 葛尾村 ６／２６ ８／６

広野町 ６／２２ ７／１０ 楢葉町 ６／３０ ９／２５

いわき市 ９／１ １２／２３ 南相馬市 １１／１１ １１／２８

中通り

田村市 ４／１０ ５／２５ 飯舘村 １１／１１ １２／１１

棚倉町 ７／１８ ８／４ 相馬市 １２／７ ２／６

浅川町 ８／１９ ８／２８ 新地町 １／１５ ２／１

平田村 ９／２５ １０／２

中通り

郡山市 ７／２７ ９／９

古殿町 １０／６ １１／３ 川俣町 １１／２ １２／２１

鮫川村 １０／１９ １０／２２ 三春町 １１／２ １１／１９

白河市 １１／５ １１／２０ 伊達市 １１／１７ １２／３

玉川村 １１／１０ １１／２８ 須賀川市 １１／３０ １／２１

天栄村 １１／２４ １２／１０ 福島市 １２／１ １２／２２

西郷村 １２／４ １２／１６ 大玉村 １／１６ ２／２３

泉崎村 １／２０ ２／８ 小野町 ２／４ ２／２３

矢吹町 １／２６ ２／１５ 本宮市 ２／５

鏡石町 ２／１２ ３／２ 二本松市 ２／１５ ３／２３

石川町 ２／２３ ３／２４ 国見町 ２／８ ３／２４

中島村 ３／４ 桑折町 ２／２２ ３／１６

会津

会津美里町 ９／８ ９／２８
全４３市町村から開始

（うち、４１市町村については、既に終了）
会津坂下町 １０／１ １０／１６

湯川村 １０／２６ １１／７

パイロット輸送の状況 （平成２８年３月２５日時点）
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輸送車両周辺の空間線量率の測定結果
○ 仮置場搬出時（出発時）に、除染土壌等を積載した輸送車両周辺（前後左右）で輸送車両から
１メートル離れた地点で空間線量率を測定し、安全性を確認している。

※のべ7,380台
前後左右で合計29,520回の測定

[μSv/h]

除去土壌の収集・運搬に係る
ガイドラインの基準 →

全輸送車両が
100μSv/hを
十分に下回った

輸送車両周辺の空間線量率の測定結果（平成28年3月22日時点） 3
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管理・監督者等 保管場作業員
仮置場作業員 運転者

作業員の被ばく線量

4
※1  平成27年度の1月までの累積。中間貯蔵以外の事業による被ばく線量も含む。
※2 中間貯蔵事業による被ばく線量に限ると、同期間の累積被ばく線量の最大は約5mSv。

の
べ
作
業
員
数

[人
日

]

[μSv/日]

1日の最大作業員数：438人
のべ作業員数：66,209人日

ガイドラインの
1年間の限度→

総作業員数(1月)：889人

作業員の累積被ばく線量の分布（平成27年度）※1,2
作業員の日次被ばく線量の分布

（平成27年1月（工事開始）～平成28年3月12日）

○ 仮置場、保管場の作業員、輸送車両の運転者等、すべての業務従事者の被ばく線量が、「除染等業務に従事
する労働者の放射線障害防止のためのガイドライン」に示された限度（５年間で100mSvかつ１年間で50mSv等）を
超えないよう、各保管場・輸送工事の受注事業者が管理している。（各受注事業者は、安全を見込んだ自主的な
目標を設定し、管理している。）

○ 環境省は、各受注事業者が管理する作業員の被ばく線量の情報を収集・分析し、管理が適切に実施されてい
ることを確認している。



双葉工業団地 大熊東工業団地

保管場における空間線量率・地下水中放射性物質濃度測定の測定

保管場における空間線量率・地下水中放射性物質濃度測定の測定地点 5

※空間線量率は、工事の受注事業者による日次測定に加えて、複数の地点で連続測定を行っ
ている。連続測定は、従来、週１回モニタリングポストからデータを回収していたが、より速やか
に把握できるよう、２月から、主要な地点（双葉町A,C,D,E,大熊町A,D,E,F）について、データを自
動送信する機器を設置している。



0

5

10

15

20

25
2/

3☀
2/

10
☀

2/
17
☁

2/
24
☀

3/
3☁

3/
10
☀

3/
17
☀

3/
24
☀

3/
31
☀

4/
7☂

4/
14
☁

4/
21
☁

4/
28
☀

5/
5☁

5/
12
☁

5/
19
☁

5/
26
☀

6/
2☁

6/
9☂

6/
16
☁

6/
23
☂

6/
30
☁

7/
7☀

7/
14
☀

7/
21
☀

7/
28
☁

8/
4☀

8/
11
☁

8/
18
☀

8/
25
☁

9/
1☁

9/
8☂

9/
15
☁

9/
22
☀

9/
29
☁

10
/6
☁

10
/1

3☀
10

/2
0☀

10
/2

7☀
11

/3
☁

11
/1

0☁
11

/1
7☁

11
/2

4☀
12

/1
☀

12
/8
☁

12
/1

5☁
12

/2
2☀

12
/2

9☁
1/

5☁
1/

12
☀

1/
19
☀

1/
26
☁

2/
2☁

2/
9☀

2/
16
☀

2/
23
☀

3/
1☁

3/
8☁

3/
15
☀

空
間
線
量
率

[μ
Ｓ
ｖ

/ｈ
]

大熊町-A 大熊町-B 大熊町-C 大熊町-D 大熊町-E 大熊町-F

双葉町-A 双葉町-B 双葉町-C 双葉町-D 双葉町-E 双葉町-F

大熊町→
保管場

搬入開始

←双葉町
保管場
搬入開始

27年 28年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

線量低減工事の実施後に
測定値が大幅に低下

積雪の影響により
測定値が一時的に低下

保管場における空間線量率・地下水中放射性物質濃度測定の測定結果

保管場境界における空間線量率の推移（連続測定）（平成28年3月21日時点）

＜評価＞

○ 空間線量率は、線量低減工事の実施、積雪、工事の進捗に伴う測定地点の移動等の際に変動
が見られたが、除染土壌等の搬入、保管による周辺への影響は見られなかった。
○ 地下水中の放射性物質濃度はすべて検出下限値（1Bq/L）未満であり、検出されていないことを
確認した。 6

工事の進捗に伴う測定地点
の移動により測定値が変動

線量低減工事



中間貯蔵施設予定地 敷地境界における
大気中放射性物質濃度の測定

○中間貯蔵施設に係る指針に基づき、大気中の浮遊じんに含まれる放射性物質の放射能濃度の
連続測定を実施している。

＜評価＞
大気中放射性物質濃度はすべて検出下限値未満であり、検出されていないことを確認した。
※検出下限値は、10億分の1～1億分の1Bq/cm3程度 7

双葉町-陳場下交差点付近大熊町-東大和久交差点付近

←中間貯蔵施設
予定地 敷地境界



中間貯蔵施設予定地境界における
空間線量率の測定結果（連続測定）

＜評価＞
空間線量率は通常の変動の範囲内で推移していることを確認した。 8

※空間線量率は、従来、週１回データを回収していたが、より速やかに把握できるよう、３月から、データを自動送信する機器を設置している。
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大熊町-東大和久交差点付近 双葉町-陳場下交差点付近

中間貯蔵施設予定地境界における空間線量率の推移（連続測定）（平成28年3月21日時点）

27年 28年
２月３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
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知命寺交差点
（国道6号）
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富岡IC
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南相馬IC
交差点

③
国道288号
（輸送ルート
最低速度地点）

288

 36

6

 12

6

114

115

⑤
日本純薬㈱前交差点
（広野IC入口）

 393

中間貯蔵施設

輸送ルート：高速道路・自動車専用道路
輸送ルート：一般道路
その他の一般道路（県道以上）

帰還困難区域
居住制限区域
避難指示解除準備区域 ※平成26年10月1日時点

除染特別地域及び除染実施区域 （計画策定済み）

②
高瀬交差点

：モニタリングポスト（輸送路沿道）
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輸送路における放射線量率の測定地点

輸送路における放射線量率の測定
輸送車両の通過地点のうち交差点や速度低下地点において、遮へい板付きの測定器を用いて周囲
の放射線の影響を除去し、車道から歩道方向に入射する放射線量率の変化の測定を実施している。

9
※従来、週１回データを回収していたが、より速やかに把握できるよう、３月から、データを自動送信する機器を設置している。



輸送路における放射線量率の測定結果

＜評価＞

輸送車両が通る時などに、数十秒間程度、平常時より高い放射線量率が観測される場合があった
が、追加被ばく線量は十分に小さいことを確認した。
引き続きモニタリングを実施し、輸送車両通過時の追加被ばく線量を評価していく。

当該地点を
通過した
輸送車両数

[台]

（参考）

当該地点の
空間線量率

[μSv/h]

（輸送車両通過時）

うち通過時に
線量率の増加
が観測された
もの[台]※1

追加被ばく
線量率

（瞬間最大値）
[μSv/h]※2

線量率の増加
が観測された
時間（累積）

[分]※2

追加被ばく線量
（累積）
[μSv]

①知命寺※3 - - 0.23 - - -

②高瀬 1,604 157 0.21 0.34 86 0.100

③国道288号 159 1 0.32 0.05 0.3 0.0003

④富岡IC 4,564 0 1.4 0 0 0

⑤広野IC 321 3 0.22 0.03 1.0 0.0004

⑥南相馬IC 335 10 0.56 0.03 4.3 0.0021

⑦相馬IC 88 0 0.13 0 0 0

輸送路における放射線量率の測定結果（平成28年3月12日時点）

※1 各地点の放射線量率の測定結果について「測定期間の平均値＋標準偏差の３倍」を超過した輸送車両数。
※2 測定は20秒単位。
※3 パイロット輸送期間中は輸送車両の通過実績が無かった。
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No.1 No.2

No.3
No.4

No.11

No.9

No.8

No.7No.5 No.6

No.12

No.10
No.13

輸送路における環境調査の測定地点

輸送路における環境調査

輸送車両の通過地点において騒音、振動、大気質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、粉じん等）の測
定を実施し、沿道における生活環境への影響を確認している。

11



地点

騒音[dB] 交通量[台]

事前調査 輸送時調査 事前調査
輸送時調査

うち大型車両
うち輸送車両

環境基本法に基づく環境基準 70 70 － － － －

騒音規制法に基づく要請限度 75 75 － － － －

No.1 伊達市霊山町
山戸田

一般国道
115号 71 71 － 6,754 1,087 10

No.2 伊達市霊山町
石田

一般国道
115号 72 72 － 5,804 1,368 10

No.3 相馬市
東玉野

一般国道
115号 68 68 3,125 2,899 566 0

No.4 相馬市
山上遠藤

一般国道
115号 70 70 5,406 6,008 1,874 24

No.5 相馬郡飯館村
草野赤坂

県道
原町川俣線

70 69 6,996 6,892 1,370 6

No.6 南相馬市
鹿島区橲原

県道
原町川俣線

72 73 － 7,594 1,572 6

No.7 南相馬市
原町区大原

県道
原町川俣線

69 69 7,179 7,868 1,441 6

No.8 伊達郡川俣町
山木屋

一般国道
114号 67 67 3,360 3,979 847 4

No.9 双葉郡浪江町
高瀬

一般国道
6号 65 66 5,168 6,135 1,957 30

No.10 双葉郡富岡町
上手岡

県道
小野富岡線

65 66 － 3,652 1,166 20

No.11 双葉郡富岡町
上手岡

県道
いわき浪江線

67 66 3,381 5,074 859 16

No.12 双葉郡富岡町
上手岡

県道
小野富岡線

66 65 3,462 6,153 1,656 16

No.13 双葉郡富岡町
中央

一般国道
6号 63 66 9,973 9,213 3,553 40

※ 騒音、交通量とも昼間（6時～22時）の測定結果。事前調査は26年12月～27年6月の間に、輸送時調査は27年6月～12月の間に実施。
※ 騒音の値は等価騒音レベル（LAeq）。
※ 下線は環境基準を超過したものを示す。 輸送路における騒音の測定結果 12

輸送路における環境調査結果① 騒音



輸送路における振動の測定結果

地点

振動[dB] 交通量[台]

事前調査 輸送時調査 事前調査

輸送時調査

うち大型車両
うち輸送車両

振動規制法に基づく要請限度 70 70 － － － －

No.3 相馬市
東玉野

一般国道
115号 36 38 2,700 2,554 504 0

No.4 相馬市
山上遠藤

一般国道
115号 41 42 4,830 5,335 1,767 24

No.5 相馬郡飯館村
草野赤坂

県道
原町川俣線

50 51 6,054 6,021 1,231 6

No.7 南相馬市
原町区大原

県道
原町川俣線

33 34 6,178 6,734 1,238 6

No.8 伊達郡川俣町
山木屋

一般国道
114号 44 50 2,869 3,399 784 4

No.9 双葉郡浪江町
高瀬

一般国道
6号 46 46 4,312 5,159 1,677 30

No.11 双葉郡富岡町
上手岡

県道
いわき浪江線

40 43 3,004 4,398 803 16

No.12 双葉郡富岡町
上手岡

県道
小野富岡線

32 34 3,138 5,562 1,593 16

No.13 双葉郡富岡町
中央

一般国道
6号 49 48 8,605 7,953 3,134 40

※振動、交通量とも昼間（7時～19時）の測定結果。事前調査は26年12月～27年6月の間に、輸送時調査は27年6月～12月の間に実施。
※振動の値は80％レンジ上端値（L10）。
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輸送路における環境調査結果② 振動



※ 二酸化窒素、浮遊粒子状物質は7日間測定。事前調査は26年11月～27年8月の間に、輸送時調査は27年11月～28年1月の間に実施。
※ 二酸化窒素、浮遊粒子状物質の測定値は調査期間平均値、カッコ内は日平均値の最小値～最大値。

輸送路における大気質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の測定結果
14

輸送路における環境調査結果③ 大気質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）

地点

二酸化窒素[ppm] 交通量[台/日]

秋季 冬季 春季 夏季

事前
調査

輸送時調査

秋期

うち大型車両

秋季
輸送車両
（最大日）

環境基本法に基づく環境基準 0.06 －

No.7 南相馬市
原町区大原

県道
原町川俣線

事前調査 0.007
(0.004～0.010)

0.007
(0.004～0.009)

0.006
(0.003～0.008)

0.004
(0.002～0.007)

7,529 8,340 1,545 12

輸送時調査 0.007
(0.004～0.010)

0.009
(0.003～0.012)

－ －

地点

浮遊粒子状物質[mg/m3] 交通量[台/日]

秋季 冬季 春季 夏季

事前
調査

輸送時調査

秋期

うち大型車両

秋季
輸送車両
（最大日）

環境基本法に基づく環境基準 0.10 －

No.7 南相馬市
原町区大原

県道
原町川俣線

事前調査 0.009
(0.005～0.017)

0.015
(0.002～0.032)

0.018
(0.008～0.028)

0.022
(0.011～0.029)

7,529 8,340 1,545 12

輸送時調査 0.008
(0.004～0.011)

0.006
(0.004～0.016)

－ －



※ 粉じん等は15日間測定。事前調査は26年11月～27年8月の間に、輸送時調査は27年11月～28年1月の間に実施。
※ No.9の事前調査（秋季、冬季）は近傍の幾世橋で実施。
※ 下線は「道路環境影響評価の技術手法（国土技術政策総合研究所）」の参考値を超過したものを示す。
※ 事前調査の秋季と比べて、輸送時調査の秋季は降水量が多く、降雨により粉じん等が多く捕集された可能性がある。

地点

粉じん等〔ｔ/km2/月〕 交通量[台/日]

秋季 冬季 春季 夏季

事前
調査

輸送時調査

秋期

うち大型車両

秋季
輸送車両
（最大日）

（参考値） (20) －

No.4 相馬市
山上遠藤

一般国道
115号

事前調査 3.6 8.6 1.5未満 2.4
5,555 6,204 1,919 8

輸送時調査 5.1 6.1 － －

No.7 南相馬市
原町区大原

県道
原町川俣線

事前調査 3.2 4.4 2.1未満 2.3
7,529 8,340 1,545 16

輸送時調査 3.8 3.0未満 － －

No.8 伊達郡川俣
町山木屋

一般国道
114号

事前調査 9.4 33.1 7.5 6.5
3,410 4,067 850 6

輸送時調査 11.8 1.2未満 － －

No.9 双葉郡浪江
町高瀬

一般国道
6号

事前調査 1.4 6.7 2.1 1.5
6,032 7,069 2,537 43

輸送時調査 3.9 5.7 － －

輸送路における大気質（粉じん等）の測定結果 15

輸送路における環境調査結果④ 大気質（粉じん等）



＜評価＞
○ 騒音、振動について、事前調査と輸送時調査で測定結果に大きな差は見られなかった。

○ 騒音については、事前調査の段階で既に環境基準を上回った地点があったが、交通量全体に占める輸送
車両の割合は小さく、輸送による影響は小さいと評価される。振動は全ての地点で要請限度を下回った。

○ 大気質について、二酸化窒素、浮遊粒子状物質は、事前調査と輸送時調査で測定結果に大きな差は見ら
れず、全ての調査期間で環境基準を下回った。

○ 粉じん等については、調査時期による変動が大きいが、輸送時調査では全ての地点で参考値を下回った。

○ 今後も引き続きモニタリングを実施するとともに、制限速度の遵守、急発進及び急加速の抑制等により、輸
送量の増加時にも騒音等の影響の低減に努める。
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輸送路における環境調査結果（まとめ）



冬季の降雪時の輸送について①

17

○ 冬季の降雪時の輸送は、対策を実施し、安全の確保を最優先して実施した。

【除雪等の実績及び課題】
（平成28年３月25日時点）

【降雪、積雪等による輸送の中止等の実績】
（平成28年３月25日時点）

【冬季の輸送における対策】

・降雪、積雪、路面凍結により、
当日予定していた輸送を中止→ ８箇所、計７日

・降雪、積雪、路面凍結により、
当日予定していた輸送車両数を減便→ ２箇所、計６日

＜実績＞
・積込場内の除雪 → ９箇所、計24日
・輸送路の除雪、凍結防止剤の散布

→ ４箇所、計22日

＜課題＞

・今後、積込場が増加した際にも対応できるよう、
除雪車等の手配をする必要がある。

○全輸送車両への冬用タイヤの装着（11月１日から）
○全運転手への雪道運転講習の実施
○積込場、輸送路の除雪、融雪剤散布の実施
○輸送当日の現場状況の確認（積込場、輸送路のパトロール）、気象情報、道路交通情報等の収集
★安全を最優先とし、安全を確保できる状況になければ、輸送は実施しない。



冬季の降雪時の輸送について②

18

＜評価＞

○ 冬季の輸送に当たっては、全輸送車両への冬用タイヤの装着、全運転手への雪道運転講習等の対策を実施
するとともに、積込場や輸送路に積雪がある場合は除雪を行い、安全に輸送を実施することができた。
○ 除雪への自治体の協力により、円滑に輸送を実施することができた事例があった。
○ 降雪、積雪、路面凍結の影響により、輸送を中止した日が７日、車両数を減便した日が６日あった。

○ 豪雪地帯や山間部にある積込場など、冬季の降雪時、積雪時に輸送中止となるリスクの高い積込場からの輸
送は、可能な限り冬季を避けるとともに、冬季の輸送は、対策を実施し、安全の確保を最優先して実施する。

分類 協力の具体例

除雪 ・例年の除雪作業の範囲外であったが、積込場周辺を除雪
してもらった。（大玉村）

・積込場からの輸送路を除雪してもらった。（小野町）

【搬出にあたり自治体等に協力してもらった例】

【降雪、積雪、路面凍結による輸送の中止等を判断した事例】

○ 早朝に暴風雪、波浪警報発令が発令され、全ての作業を中止した。（新地町）

○ 勾配のある道路における積雪及び路面凍結等の状況から、輸送作業の安全確保が困難と判断し、輸送作
業を中止した。（小野町）
○ 路面凍結への対策として、融雪剤を散布するとともに、車両数を減らして輸送を実施した。（大玉村）

除雪後の輸送路（小野町）



これまでのところ、パイロット（試験）輸送前に想定・準備した安全対策等は概ね想定どおり機能し、また、日々
の輸送を実施する中で発見された課題や中間貯蔵施設環境安全委員会等における指摘を踏まえ、関係機関と
の連携の下、改善策を随時講じることで、安全かつ確実な輸送を実施していると評価できる。

今回の検証により、以下のような、今後、検討・実施が必要な対策や改善策が明らかになった。これらを踏まえ、
パイロット（試験）輸送での取組を基本としつつ、今後の段階的な輸送量の増加に応じて検討を進め、随時、輸
送実施計画等に反映させつつ、具体的な改善策を継続的に講じていくことが必要である。

積込場の適切な作業スペースの確保、除染土壌等の保管実態に応じた安全かつ効率的な作業手
順・作業計画の具体化、幅広い現場発生材の処分ルートの開拓が必要。また、安全かつ確実な輸
送を前提として、積込場搬出時の輸送車両周辺の放射線量率の測定の効率化などが必要。

休憩施設の増設、ハード面（道路補修等）及びソフト面（教育・研修等）の道路交通対策の適切な実
施、迂回路を含めた緊急時対応に向けた関係機関との連携強化が必要。また、輸送対象物の全数
管理及び輸送車両の運行管理を行う総合管理システムの改善・拡張や、地域の復興も見据えた通
信不感区域対策の検討などが必要。

安全かつ確実な輸送を前提として、保管場退出時の輸送車両のスクリーニングの効率化などが必
要。

中間貯蔵事業の円滑な推進に向け、自治体や地域住民の皆様の理解と協力を得るための一層の
取組を進めることなどが必要。

パイロット（試験）輸送に係る検証報告について（平成28年２月19日）

必要な対策や改善策

検証結果の総括

○ これまで実施してきたパイロット（試験）輸送の検証を行い、有識者からなる検討会等のご意見もいただきなが
ら、結果報告を取りまとめた。今後の輸送については、検証により抽出した対策や改善策等を踏まえ、より安全
かつ確実に実施していく。

積込場から
の搬出

輸送及び
輸送管理

保管場

全般

19冬季降雪時の輸送の検証については、パイロット輸送の終了後、速やかに取りまとめを行う。



今後の中間貯蔵施設事業の
方針等について（報告）

平成28年３月

環境省

資料２



平成28年度を中心とした中間貯蔵施設事業の方針
（平成28年２月19日 公表）

○体制を更に強化し、丁寧な説明を尽くしながら、用地取得に全力で取り組む。

○本格施設（受入・分別施設、土壌貯蔵施設、仮設焼却施設）について、平成28
年度から整備に着手。用地取得を加速化し、施設を順次、拡張・展開。

○福島の復興に向けて除染土壌等の継続的な搬入が可能となるよう、中間貯蔵
施設内の保管場の整備を実施（既存の保管場の残容量も活用）。

○平成28年度の輸送量（１５万m³程度）に対応する道路補修等の対策を平成
27年度中に実施し、平成28年度から段階的に本格輸送を開始。

○ピーク時を含めた各輸送期間の輸送量及び輸送台数を想定した上で、当該輸
送台数に対応した道路交通対策を、段階的な輸送量の拡大に先立って実施。

－今後の輸送ルートを具体的に構想し、復興等に向けて整備されるＩＣ供用開始後にピーク時輸送へ移行できるよう準備

○以下を考慮し、輸送期間毎の各市町村からの搬出量を設定。
①各市町村に均等に配分した基礎量、②立地町である大熊町・双葉町等への
配慮、③発生量等に応じた傾斜配分

Ⅰ 用地取得

Ⅱ 施設整備

Ⅲ 輸送

1



輸送の継続時期 ①本格的な施設整備 ②保管場の整備

27年度
内

28年4-6
月

7-9月

10-12月

29年1
月～

（輸送）（施設）（用地）

段階的な本格
輸送開始

工事発注公告
保管場の整備

候補地を重点
的に交渉，随

時確保

追加整備（その後
も随時、発注・整

備）

（用地） （施設）

工事発注公告

候補地を重点
的に交渉

受入分別＋貯蔵，
仮設焼却施設

施設用地確
保 事前調査・詳

細設計

工事開始

受入・分別施
設稼働（試運

転）

貯蔵開始（29年秋頃）
焼却開始（29年冬頃）

工事契約

※用地の取得状況に応じて、順次継続的に工事発注を行っていく。

2

中間貯蔵施設にかかる施設整備等の進め方について



中間貯蔵施設に係る「当面５年間の見通し」①
（平成28年３月27日 公表）

○用地取得や施設整備に全力を尽くすことにより、

「復興・創生期間」の最終年であり、復興五輪と位置づけられる2020年
東京オリンピック・パラリンピックが開催される平成32年度までに、500万
～1250万ｍ³程度の除染土壌等を搬入できる見通し。これにより、

①少なくとも、身近な場所にある除染土壌等
（注１）

に相当する量の
中間貯蔵施設への搬入を目指す。

（注１）住宅、学校などにおける現場保管量 約180万m³（平成27年12月31日時点の実績値）

②さらに、用地取得等を最大限進め、幹線道路沿いにある除染
土壌等

（注２）
に相当する量の中間貯蔵施設への搬入を目指す。

（注２）高速道路沿道から500m／国道・県道沿道から100m以内の仮置場の保管量 約300万～500万m³
（推計値）

※ 実際に、どの仮置場等から順番に搬出するかは各市町村の判断による。
※ 本見通しは、中間貯蔵事業の進捗状況を踏まえ、必要に応じて随時見直しを行う。

3



＜推計の考え方＞
○用地取得については、これまでの地権者の皆様への説明状況等を踏まえ、幅をもって推計。
○施設整備については、まとまった面積が必要であるため、取得面積のうち３分の２を施設整備に使用できると想定。搬入可能量は、

保管場１万ｍ³/ha、貯蔵施設14万ｍ³/５haとし、保管場から徐々に 貯蔵施設に移行する想定。
○事業者との契約から施設稼働までに要する概ねの期間：保管場３ヶ月、受入・分別６ヶ月、貯蔵１２ヶ月、焼却１８ヶ月
○大熊・双葉ＩＣ等の道路インフラ整備が計画的に進むことを前提に、道路ネットワーク面からの最大輸送可能量は、大熊・双葉ＩＣ供

用開始前は200万ｍ³/年、大熊ＩＣ供用開始後双葉ＩＣ供用開始前は400万ｍ³/年、大熊・双葉ＩＣ供用開始後は600万ｍ³/年と推定。

年
度

用地取得（累計） 輸送量（累計）
除染土壌等の発生量（累計）

27
２７年３月 搬入開始

22ha程度
５万ｍ³程度

＜1060万ｍ³程度＞
※実績値（平成27年12月31日時点）
※保管量と搬出済量の合計値

28 140~370ha程度 20万ｍ³程度
約1600万～2200万ｍ³
＜約1870万～2800万ｍ³＞

29 270~830ha程度 50万~70万ｍ³程度

30
相馬福島道路霊山～
相馬ＩＣ開通（目標）

大熊ＩＣ整備完了（目標）
400~940ha程度 140万~250万ｍ³程度

31 双葉ＩＣ整備完了（目標） 520~1040ha程度 300万~650万ｍ³程度

32 ７月 東京オリンピック・
パラリンピック 640~1150ha程度

500万~1250万ｍ³程度

以下のうち、中間貯蔵施設以外で処理
が困難なものについては搬入することと
なるが、上記の除染土壌等の発生量に
は含まれていない。
①特措法外土壌等70万ｍ³ 程度
②中間貯蔵施設整備に伴い発生す

る廃棄物40万ｍ³程度（①②ともに
焼却後。今後大幅な増減の可能性
あり）

③その他現時点で定量的な推計が
困難な帰還困難区域の除染、現在
の除染計画終了後のフォローアップ
除染 等

中間貯蔵施設に係る「当面５年間の見通し」②

※ 本見通しは、中間貯蔵事業の進捗状況を踏まえ、必要に応じて随時見直しを行う。

＜＞は焼却前の量

※実績値（平成28年３月25日時点）

※平成25年７月時点の除染実施計画等に基づく

推計値

（６月まで：350万～800万㎥程度）
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30～50万ｍ³程度

600

200

160180 

400

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ・ ・ ・ ・ 年度

輸
送
量
（万
㎥
）

パイロット（試験）輸送 段階的な本格輸送

５万ｍ３程度 １５万ｍ３程度

（
仮
称
）双
葉
Ｉ
Ｃ
供
用

累積輸送量見通し（最大）

500（32年度末）

累積輸送量見通し（最小）

（
仮
称
）大
熊
Ｉ
Ｃ
供
用

1250（32年度末）

中間貯蔵施設に係る「当面５年間の見通し」のイメージ

90 
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中間貯蔵施設への除染土壌等の輸送に係る実施計画
（平成28年３月25日 公表）

6

○ パイロット輸送の検証を踏まえ、平成28年３月25日開催の輸送連絡調整会議における調整の上、

今後の輸送に関する具体的な事項に関する「中間貯蔵施設への除染土壌等の輸送に係る実施
計画」（以下、輸送実施計画）を同日策定・公表。

【輸送実施計画のポイント】

①来年度から段階的な本格輸送を開始（概ね１年間の総搬入予定量は15万㎥程度を輸送）

②ピーク時を含めた各輸送期間の輸送量及び輸送台数を想定した上で、当該輸送台数に対応し
た道路交通対策を、段階的な輸送量の拡大に先立って実施。

③各市町村の搬出可能量の設定の考え方と概ね１年間の搬出可能量の一覧を記載

④パイロット輸送の検証を踏まえ、輸送実施計画（パイロット輸送）から以下の点を改善
a. 輸送車両の荷台のシートの固定の徹底
b. 積込場において一定期間保管する場合に、遮へい方法として直接の覆土を避ける等、搬出
時の作業を考慮

c. 輸送車両の増加等に対応した総合管理システムの改善・拡張
d.より迅速な対応を可能とする輸送車両の事故発生時の緊急連絡体制
e. 安全かつ確実な輸送を前提として、車両周辺での空間線量率の測定とスクリーニングの効
率化について、今後の輸送車両の増加に向けて検討 等

⑤輸送期間ごとに輸送実施計画の総搬入予定量を更新するとともに、必要な改善事項を随時反
映させ、安全かつ円滑な輸送を確保



常磐富岡IC

富岡町
至 いわき市

至 広野IC

至 南相馬市

大熊町

双葉町

６

至 浪江IC

３５

至

田
村
市

➁ふるさと農道・大蔵線
舗装打換え箇所

➅町道 東17号線
舗装打換え箇所

⑦町道 西20号線
・舗装打換え箇所（一部）
・車道部オーバーレイ箇所（一部）
・歩道部砕石盛土箇所（一部）

①町道 東17号線
・舗装打換え箇所（一部）
・オーバーレイ箇所（一部） 等

双葉町中間貯蔵
施設の保管場へ

双葉町中間貯蔵
施設の保管場へ

町道東84号線

ऴ
ॊ
औ
ध



؞
প



平成28年度の輸送ルートと道路交通対策（大熊町）

⑧国道288号線
・平成27年度中に
福島県により災害復旧予定

浪江町

道路補修等を実施した箇所の例
町道東84号線

288

町道 東84号線
➂舗装打換え箇所（一部）
➃クラック補修箇所（一部）
➄オーバーレイ箇所（一部）

288

３５

○ 平成28年度の輸送ルートは以下のとおり。
○ 平成28年度の輸送に対応する道路交通対策については、以下のとおり。
（黒字：既に実施済み 赤字：実施予定）

輸送ルートの凡例

輸送ルート
捕修後に利用予定のルート
今後使用する可能性のあるルート

中間貯蔵施設

251
391

保管場

252

7



今後の輸送ルートと道路交通対策（大熊町）

常磐富岡IC富岡町
至 いわき市至 広野IC

至 南相馬市

大熊町

双葉町

６

至 浪江IC

３５

至

田
村
市

浪江町

288

(仮称)大熊IC

３５

288

双葉町内は
双葉町と調整

○ （仮称）大熊ＩＣ及び（仮称）双葉ＩＣ供用開始後の輸送ルート案は以下のとおり。
（復興に支障の無いよう工事用道路を整備する）

○ 舗装厚については、ピーク時の輸送量（輸送車両台数）に応じて前倒しで改良する。

※中間貯蔵施設内の輸送ルートについては、、施設整備の状況に応じて今後検討する。
※その他、現地の状況に応じて、カーブミラー等の局所的な対策を順次実施予定。

輸送ルートの凡例

輸送ルート

補修後に利用予定のルート

舗装厚の改良

工事用道路整備

中間貯蔵施設

③関係機関と調整がつき
次第、工事用道路の整備
に着手し、完成後利用
します。

①被災箇所の測量等に
着手しており、平成28
年度中に復旧完了

②平成28年度に
舗装厚改良に着手し
平成29年度末までに完了

252

8



至 南相馬市至 浪江IC

➄ 国道288号線
平成27年度中に
道路補修予定

双葉町

３５

288

288

保管場

256

253

252

③ 町道前田・大熊線
町道山田・郡山線
オーバーレイ箇所（一部）

④ 国道２８８号線
・（上り）舗装打換え箇所
・（下り）オーバーレイ箇所

平成28年度の輸送ルートと道路交通対策（双葉町）

252

町道東84号線

道路補修等を実施した箇所の例
（国道288号線） ①町道下条・細谷線

砕石盛土箇所（一部）

②町道下条・細谷線
・舗装打換え箇所（一部）
・オーバーレイ箇所（一部）等




ি
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➅国道288号線
平成27年度中に
福島県により
災害復旧予定

○ 平成28年度の輸送ルートは以下のとおり。

○ 平成28年度の輸送に対応する道路交通対策は以下のとおり。
（黒字：既に実施済み 赤字：実施予定）

※中間貯蔵施設内の輸送ルートについては、保管場の位置に応じて今後検討する

254

大熊町

浪江町

391

６

輸送ルートの凡例

中間貯蔵施設

輸送ルート

補修後に利用予定のルート

至 田村市 至常磐富岡IC 至 いわき市

➆ 前田橋
関係機関と調整がつき次第、
前田橋の補修に着手し、平
成28年度の早い内に完了。
前田橋には誘導員を配置し、
1台ずつ通行

9



今後の輸送ルートと道路交通対策（双葉町）

至 田村市

252

高万迫取付１号線

(仮称)双葉IC

大熊町内は
大熊町と調整

至常磐富岡IC

至 南相馬市至 浪江IC

至 いわき市

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

○ 今後の主な輸送ルートについては、以下のⅠ→Ⅱ→Ⅲの順に段階的に変更していく。

○ 舗装についても、ピーク時の輸送量（輸送車両台数）に応じて前倒しで改良する。

輸送ルートの凡例

輸送ルート

補修後に利用予定のルート

調整中

工事用道路整備

中間貯蔵施設

町道東84号線

※中間貯蔵施設内の輸送ルートについては、施設整備の状況に応じて今後検討を行う。
※その他、現地の状況に応じて、カーブミラー等の局所的な対策を順次実施予定。

Ⅲ： ＩＣからの輸送ルートについては今
後、復興の観点も含め、双葉町と調
整して決定し、ＩＣ供用までに整備

Ⅰ-①：前田橋には誘導員を配置し、
1台ずつ通行
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Ⅰ-②： 平成28年度中に福島県
により災害復旧予定

Ⅱ-①： 平成28年度に高万
迫取付1号線の補修
に着手、平成29 年度
末までに完了

大熊町

浪江町

３５

288

288

256

253

391

254

双葉町

６

Ⅱ-②： 具体的なルートについて町と調
整が整い次第、作業に着手し、
前田橋を利用しないルートにでき
るだけ早く移行できるよう整備
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パイロット（試験）輸送において
発生した事例と対応等について

（平成28年１月以降）

平成28年３月
環境省福島環境再生事務所

資料３



パイロット（試験）輸送期間中に
積込場において発生した事例

平成28年２月８日
• 国見町の積込場において、輸送車両が積込場にバックで入場するため
に、入口前の道路において車両の切り返しを行ったところ、路肩に設置
されていた視線誘導標に車両の左前方部を接触させて傾かせた。

• 道路管理者に連絡し、協議の上、補修を実施した。

事例の概要

1

• 運転手及び誘導員に対して周知会を実施し、運転手によ
る周囲の安全確認の徹底、誘導員による適切な誘導につ
いて教育を行った。

• 運転手の実地訓練を実施した。

再発防止策

• 運転手による視線誘導標の見落とし及び車両の路肩への寄せすぎ。
• 誘導員による運転手への注意喚起不足。

発生要因

視線誘導標の接触後の状況

運転手及び誘導員への教育状況



パイロット（試験）輸送期間中に
積込場において発生した事例

2

運転手の実地訓練の状況



パイロット（試験）輸送期間中に
保管場において発生した事例

平成28年２月23日
• クレーン付きトラック（セルフローダー）に作業車を積み込むために一旦クレー
ンを横に張り出したが、作業終了後にクレーンを張り出したまま保管場内を移
動し、クレーン部分を保管場敷地内の倉庫に接触させて主に屋根部分を損傷
させた。

• 地権者に事案の内容を報告し、損傷部分を養生した。

事例の概要

• クレーン付きトラックの運転手が、クレーンの格納状況の確認を怠った。

発生要因

3

• クレーン付きトラックによる作業終了後の確実なクレーンの格納を徹底する
• クレーン付きトラックによる作業等の実施時に必ず監視員を付けることとした。
• クレーン付きトラックのクレーン未格納時の警報装置の設置を義務づけた。
• 作業員に対して周知会を実施し、上記の再発防止策について教育を行った。

再発防止策

セルフローダー

※このほか、重機による架線の切断事例が１件発生。



パイロット（試験）輸送期間中に
保管場において発生した事例

損傷後の倉庫の状況

4養生後の倉庫の状況

周知会の様子



平成28年３月10日
• 本宮市の積込場で当該輸送車両に積むべきフレコンバッグを取り違え、管理システムに登録されたもの
と異なるフレコンバッグ１袋が輸送された。

• 輸送車両が保管場に到着し、JV作業員による受入登録を行った際に、別の車両で輸送する予定のフレ
コンバッグ１袋を輸送したことが判明した。

• 誤って輸送したフレコンバッグは、一時的に保管場に仮保管し、管理システム上のデータを修正した。
• 管理システムの修正が正確に行われたことを輸送統括管理センター及びJVにおいて確認の上、正規に
受入れを行い、定置した。

事例の概要

• 当日、積込場の作業員に病気による欠勤者が出たため、臨時で作業に当たった玉掛け作業員が、輸送
対象の判別用に取り付ける札を、あらかじめ定められた手順と異なって玉掛け前に取り外してしまったた
めに、誤って予定と異なるフレコンバッグを輸送車両に載せてしまった。

発生要因

5

パイロット（試験）輸送中に発生した事例
（総合管理システムが有効に機能した事例）
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• 積込みの玉掛け作業時、玉掛け担当者が判別用札の指差呼称を行い、運行管理用車載器（タブレット）
の登録者が積込み対象物リストと照合することとする。

• 輸送車両にフレコンバッグを積載後に、輸送予定のフレコンバッグであることを確認した上で判別用札を
取り外すこととする。

• 作業担当者が変更になった場合は、作業グループ毎に作業指揮者が作業手順を再周知することとする。

再発防止策

パイロット（試験）輸送中に発生した事例
（総合管理システムが有効に機能した事例）



パイロット（試験）輸送期間中に発生した事例
（荷台からの物品の落下）

平成28年２月17日
• 大玉村から保管場への除染土壌等の輸送を終え、郡山市の車両基地
へ戻る途中の車両について、磐越自動車道の差塩PAから小野ICの区
間で荷台から固縛用資材（ラッシングベルト）が落下した。

• 後続車両の運転手が固縛用資材が路肩に落下したところを確認し、JV
輸送管理者に連絡し、JV輸送管理者から環境省に報告した。

• 環境省から道路管理者に連絡し、警察のパトロール車により固縛用資
材が回収された。

事例の概要

• 荷台に折りたたまれたダンプシート（輸送対象物の上部を覆うシート）の中に固縛用資材を巻き込んでい
ただけだったため、走行中の風や振動の影響により、シートが緩んで広がり固縛用資材が落下した。

発生要因

7

• 固縛用資材等のダンプシート以外の装備は荷台に積載しないこととする。
• ダンプシートが走行中に広がらないようロープで確実に縛る。
• 作業員に対して周知会を実施し、上記の再発防止策について教育を行った。

再発防止策

ラッシングベルト



パイロット（試験）輸送期間中に発生した事例
（荷台からの物品の落下）

8

ダンプシート固縛の状況 周知会の様子



輸送車両後方の表示について

9

環境安全委員会や有識者からの指摘を踏まえ、中間貯蔵施設への除染土壌等の輸送車両で
あることが後方からも分かるよう、JVの安全協議会等で検討し、次のように表示するこ
ととした。

表示場所と表示方法について
• 汎用性の高いＡ３又はＡ４サイズのクリア
ポケットシートを利用し、分割して表示す
る。

A3 A3 A3

A3サイズのクリアポケットシートによる表示のイメージ

中間貯蔵施設への除染土壌等の輸送車両であることが後方からでもわかりやすくなるよう、上記
【A】及び【B】の部分に次のように表示。

表示内容について（イメージ）

福島再生へ 除染土壌等運搬中

【A】の部分への表示

除染土壌等運搬中

【B】の部分への表示

A3

【A】
荷台前部に表示

【B】
荷台後部に表示
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安全対策の下請け事業者への浸透について

JV職員及び輸送車両の運転手を対象に、中間貯蔵施設への除染土壌等の輸送に係る研修
を前回委員会以降も引き続き実施（平成28年１月８日、２月３日、３月８日）。

福島県警察本部より、県内の交通事情、高速道路での交通安全対策、事故時の対応等
について講義。
環境省より緊急時の対応に関するマニュアルの周知を行い、福島県警察本部、福島市
消防本部等の指導の下、緊急時の迅速な通報・連絡訓練を実施。
有識者（一般財団法人 放射線利用振興協会）による指導の下で放射線の可視化体験
を実施し、放射線に関する理解を醸成.。

環境省において実施している主な教育・研修等 ①

研修の様子
福島県警察本部による

講義の様子
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安全対策の下請け事業者への浸透について

中間貯蔵工事協議会（平成27年12月設置）を開催し、安全対策等について、JV間で積
極的な情報交換を実施（平成27年12月14日、平成28年１月12日、２月２日、３月２
日）。

これまでに議論した主な議題は以下のとおり。
• 緊急連絡網の確認
• 事故時の対応に関する情報共有、レッカー車のリスト整備
• パイロット輸送における各種事例やその対応策の共有
• 輸送車両の後方表示に関する意見交換
• 下請会社による作業員等への指導・教育状況の確認 等

環境省において実施している主な教育・研修等 ②

中間貯蔵工事協議会
の様子
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安全対策の下請け事業者への浸透について

各JVにおいて実施している、作業員への主な教育・研修等は以下のとおり。
作業員及び運転手が新規に入場した際、本工事の特性、地元自治体との取り決めなど
のルール、作業エリアのハザードマップ等の周知を実施。
JV構成会社内、環境省関係工事において、事故、周知事項等が発生した場合には、
朝礼・昼礼等を通じて全作業員（下請事業者を含む。）に対して都度の周知を実施。
災害防止協議会、安全衛生協議会等を通じて安全周知事項、ヒヤリハット事例等を共
有し、事業者が相互に意見交換を実施。

全作業員への教育・研修等の実施状況

新規入場者教育の様子 作業エリアのハザードマップの例



13

安全対策の下請け事業者への浸透について

各JVにおいて実施している、車両の運転手への主な教育・研修等は以下のとおり。
作業員及び運転手を対象に安全運転、運転マナー等に関する教育を実施。
事故等の緊急時に備え、連絡方法等の教育を行うとともに、訓練を実施。
輸送ルートのハザードマップを作成し、交差点や危険箇所の認識を共有。

車両の運転手への教育・研修等の実施状況 ①

運転手への教育の様子 輸送ルートのハザードマップの例
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安全対策の下請け事業者への浸透について

作業手順、輸送ルートをしっかり確認するため、積込場ごとに安全等に関する周知会や勉
強会を実施。
上記確認を踏まえ、輸送ルートの事前走行を実施。

全運転手が輸送ルートを事前に実走して危険箇所や配慮事項等を相互に確認すること
としており、運転手の安全意識の底上げを図るとともに、ルート逸脱の防止を図る。

車両の運転手への教育・研修等の実施状況 ②

現在行っている安全対策については、今後も引き続き実施していく。

また、さらなる安全性向上のために作業員教育の実施状況の把握、教育方法の改良に今
後も努める。
こうした考え方に基づき、安全かつ確実な輸送を引き続き実施していく。

輸送の安全対策について

輸送ルートの
事前周知会の様子

輸送ルートの
事前走行の様子
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